
(別紙１） 本シートは平成25年5月以降に学内外へ公表されますので、記載に当たっては公表されることを念頭に置いてください。

教授

平成２４年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

寺石悦章 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記載してください。

法文学部 職　　名

0.05

0.10

名　　前

教員免許更新教習の講習を行う。また地域の方々のニーズに応じて
毎週行っている勉強会を継続する。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.10

0.20 論文を1本執筆し、口頭発表を１回行う。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２４年度　年度目標設定

年次指導教員として担当学年の学生たちに、またゼミの指導教員と
してゼミの学生たちに対し、就職指導・進路指導を積極的に行う。

教育委員、研究科領域主任、学士教育プログラム委員などの仕事を適切
に遂行した。

年次指導教員として担当学年の学生たちに、またゼミの指導教員としてゼ
ミの学生たちに対し、就職指導・進路指導を積極的に行った。

教員免許更新教習の講習を行った。また地域の方々のニーズに応じて毎
週行っている勉強会を継続した。

平成２４年度　年度末自己点検結果

教育委員、研究科領域主任、学士教育プログラム委員などの仕事を
適切に遂行する。

業務
ウェイト比
（実績）

管
理
運
営

教
育

0.20

0.10

新規担当を含むすべての授業について、準備が不十分なまま授業に臨む
ことはは一度もなかった。

論文を1本執筆し、口頭発表を2回行った。

0.55

研
究

前期に３つ、後期に４つ、さらに来年度についても新規授業の担当
が予定されているため、十分な時間をかけて準備を行う。

0.55

0.10

0.05

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記載してください。
・記載量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定して
ください。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成25年5月以降に学内外へ公表されますので、記載に当たっては公表されることを念頭に置いてください。

教授

平成２４年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

安藤　由美 所　　属

領
域

0.35

業務
ウェイト比
（予定）

平成２４年度　年度目標設定

法文学部 職　　名

0.25

名　　前

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.05

・法文学部副学部長（学生生活委員長、進路支援委員長）
・全学委員会としての貢献（就職センター運営委員会委員）
・学部内各種委員としての貢献（教育委員会委員）

管
理
運
営

教
育

・「過剰都市化社会における本土Ｕターン者の意識調査」の分析をさらに進
め、共著論文を執筆する。
・沖縄総合社会調査2006データセットを活用した沖縄の社会構造分析。

・日本家族社会学会、日本家族問題研究学会、西日本社会学会の編集委員
会専門委員
・沖縄県立看護大学倫理審査専門部会委員としての活動

学部のゼミ受講生、修士課程の学生に対する進路指導を行う。

・講義では、受講生の主体的参加の促した。
・演習では、履修生に対する個別面談・指導を充実させた。
・WebClassシステムを活用して、学生への情報提供、授業外学修の確保、
成績資料の開示などを充実させた。
・研究業績の授業への反映させた。

・「過剰都市化社会における本土Ｕターン者の意識調査」の分析をさらに進
め、共著論文を執筆した。
・沖縄総合社会調査2006データセットを活用した沖縄の社会構造分析の課
題を整理し、科研費に応募した。

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記載してください。
・記載量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定して
ください。

0.00

　

学部のゼミ受講生、修士課程の学生に対する進路指導を行った。0.05

研
究

0.30

・法文学部副学部長（学生生活委員長、進路支援委員長）
・全学委員会としての貢献（就職センター運営委員会委員）
・学部内各種委員としての貢献（教育委員会委員）

0.00

・日本家族社会学会、日本家族問題研究学会、西日本社会学会の編集委
員会専門委員
・沖縄県立看護大学倫理審査専門部会委員としての活動

平成２４年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

・講義では、受講生の主体的参加の促す。
・演習では、履修生に対する個別面談・指導を充実させる。
・WebClassシステムを活用して、学生への情報提供、授業外学修の確保、成
績資料の開示などを充実させる。
・研究業績の授業への反映させる。

0.00

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記載してください。



(別紙１） 本シートは平成25年5月以降に学内外へ公表されますので、記載に当たっては公表されることを念頭に置いてください。

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記載してください。
・記載量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定して
ください。

0.00

　 0.00

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記載してください。

研究代表者をつとめる文科省科研費（B）海外および文科省科研費（C)の
プロジェクトを実施した。また、特定研究経費「２１世紀のグローバル社会」
のタイ・ラオスチームリーダーをつとめ、研究交流を実施した。

研
究

0.40

研究代表者をつとめる文科省科研費（B）海外および文科省科研費（C)のプ
ロジェクトを実施する。また、特定研究経費「２１世紀のグローバル社会」のタ
イ・ラオスチームリーダーをつとめ、研究交流を実施する。

特定研究経費や文科省科研費（B）海外などを用いてタイ・ラオスに対する国
際貢献を行う。タイについては、２つの大学の客員教授としても国際貢献を
行う。

社会学専攻および博士課程の各種委員として学部内の運営業務を行う。ま
た、全学の国際交流委員およびワーキング長として管理運営に参加する。

社会学専攻および博士課程の各種委員として学部内の運営業務を行っ
た。また、全学の国際交流委員およびワーキング長として管理運営に参加
した。

学部のゼミ受講生、修士課程の学生、博士課程の学生に対する進路指導
を行った。

特定研究経費や文科省科研費（B）海外などを用いてタイ・ラオスに対する
国際貢献を行った。タイについては、２つの大学の客員教授としても国際貢
献を行った。

平成２４年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

学部のゼミ受講生、修士課程の学生、博士課程の学生に対する進路指導を
行う。

0.05

0.35

業務
ウェイト比
（予定）

平成２４年度　年度目標設定

国際比較社会学Ⅰ・Ⅱ、社会学実習Ⅰ・Ⅱ、社会学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（以
上学部）、国際社会学特論・演習（修士）、アジア社会学特論・演習（博士）
等、３つのレベルの講義・演習を滞りなく行った。とくに、博士2年次の留学
生に対する指導を十分に行った。

0.05

0.15

名　　前

進
路
指
導

社
会
貢
献

国際比較社会学Ⅰ・Ⅱ、社会学実習Ⅰ・Ⅱ、社会学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（以上
学部）、国際社会学特論・演習（修士）、アジア社会学特論・演習（博士）等、３
つのレベルの講義・演習を滞りなく行う。とくに、博士2年次の留学生に対す
る指導を十分に行う。

管
理
運
営

教
育

教授

平成２４年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

鈴木　規之 所　　属

領
域

法文学部 職　　名



(別紙１） 本シートは平成25年5月以降に学内外へ公表されますので、記載に当たっては公表されることを念頭に置いてください。

准教授

平成２４年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

野入直美 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記載してください。

法文学部社会学専攻 職　　名

0.05

0.05

名　　前

授業を公開する。ＮＰＯアメラジアンスクール・イン・オキナワの理事
として、アメラジアンの子どもの教育権保障を支援する。可児市国際
交流協会・多文化理解講座で講演する。沖縄市の国際交流推進委
員を務める。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.20

0.40

ハワイと沖縄本島で調査研究を行う。科研基盤（Ｃ）代表者として研
究を統括する。その他の科研の分担者として研究を遂行する。文部
科学省委託研究事業「生徒指導・進路指導総合推進事業」を遂行す
る。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２４年度　年度目標設定

官公庁でのインターンシップ参加を奨励し、サポートする。

広報委員として学部案内の編集作業を行い、高校の説明会に参加した。

官公庁でのインターンシップ参加を奨励し、サポートした。

授業を公開した。ＮＰＯアメラジアンスクール・イン・オキナワの理事として、
アメラジアンの子どもの教育権保障を支援した。可児市国際交流協会・多
文化理解講座で講演した。沖縄市の国際交流推進委員を務めた。

平成２４年度　年度末自己点検結果

広報委員として学部案内の編集作業を行い、高校の説明会に参加
する。

業務
ウェイト比
（実績）

管
理
運
営

教
育

0.00

0.00

社会学原論Ⅰでは、グループワーク、ディスカッションを導入し、学生相互
の学び合いを促した。

ハワイと沖縄本島で調査研究を行った。科研基盤（Ｃ）代表者として研究を
統括した。その他の科研の分担者として研究を遂行した。文部科学省委託
研究事業「生徒指導・進路指導総合推進事業」を遂行した。

0.00

研
究

社会学原論Ⅰでは、グループワーク、ディスカッションを導入し、学生
相互の学び合いを促す。

0.30

0.00

0.00

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記載してください。
・記載量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定して
ください。

0.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成25年5月以降に学内外へ公表されますので、記載に当たっては公表されることを念頭に置いてください。

1.00

0.30

0.05

0.00

①学生に対し、就職・進学等の進路に関する情報提供を積極的に行った。

　 0.00

管
理
運
営

教
育

研
究

計 1.00

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.05

0.30

0.05

①教材等を工夫し、よりわかり易い授業をこころがけた。②授業評価で学
生から特に指摘はなかった。③オフィスアワーを中心に、学生からの質問
や要望等に積極的に対応した。

①研究論文の原稿を書き、学会誌等への投稿した。②沖縄民俗学会の編
集委員長として、会誌３１・３２号の編集・発行を行った。

0.30

0.30

①教材等を工夫し、よりわかり易い授業をこころがける。②授業評価
で学生から指摘があれば、下半期に向けて改善点を検討する。③オ
フィスアワーを中心に、学生からの質問や要望等に積極的に対応す
る。

0.30

①人間科学科・学科長としての業務に取り組んだ。

0.05

0.30
①研究論文の原稿を書き、学会誌等への投稿準備をする。②沖縄
民俗学会の編集委員長として、会誌３１・３２号の編集・発行を行う。

学会活動などをとおして、調査研究成果の社会還元をはかった。

①学生に対し、就職・進学等の進路に関する情報提供を積極的に行う

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記載してください。

人間科学科・地理歴史人類学専攻課程 職　　名 教授

平成２４年度　年度末自己点検結果

①人間科学科・学科長としての業務に取り組む。

業務
ウェイト比
（実績）

・ウェイト比が1.00となるよう、記載してください。
・記載量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定して
ください。

平成２４年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

萩原左人 所　　属名　　前

学会活動などをとおして、調査研究成果の社会還元をはかる。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２４年度　年度目標設定
領
域
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